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2020年 11月 25日
ねん がつ にち

教皇訪日一周年記念ミサ
きょうこうほうにちいっしゅうねん き ねん

菊地功大司教 ミサ説教
きく ち いさおだい し きょう せっきょう

一年前の今日、教皇フランシスコをこのカテドラルにお迎えしました。
いちねんまえ き ょ う きょうこう むか

一年前のあの日、この大聖堂は興奮のるつぼと化していました。そんな中で、入堂され
いちねんまえ にち だいせいどう こうふん か なか にゅうどう

た教皇は静かに左手へと進まれ、マリア祭壇の前で御聖体に静かに祈りをささげまし
きょうこう しず ひだり て すす さいだん まえ ご せいたい しず いの

た。そして祭壇中央へ向かう際には、一番前に陣取った難⺠⻘年たちと親しく⾔葉を交
さいだんちゅうおう む さい いちばんまえ じん ど なんみんせいねん した こと ば か

わし、セルフィーで写真まで撮られました。そして待ち受けた聖堂一杯の⻘年たちに、
しゃしん と ま う せいどういっぱい せいねん

力強く語りかけられました。
ちからづよ かた

一年前のあの日、この聖堂で語られた教皇の⾔葉は、アドリブに満ちていて、滞在中一
いちねんまえ にち せいどう かた きょうこう こと ば み たいざいなかいち

番⻑いスピーチとなりました。その興奮は、その後に何か新しいことが⽣まれるのでは
ばんなが こうふん ご なに あたら う

ないかという期待を⽣み出すものでありました。この聖堂で、⻘年たちにみなぎる、エ
き たい う だ せいどう せいねん

ネルギーを感じました。
かん

ところが、その後にどうなったのかは、皆さんよくご存じの通りであります。年が明け
ご みな ぞん とお とし あ

てすぐ、世界は新型コロナウィルスの感染症に襲われることになり、今に至るまで続い
せ かい しんがた かんせんしょう おそ いま いた つづ

ているいのちの危機が始まってしまいました。
き き はじ

人類の歴史に必ずや残るであろうこのコロナ禍は、未知の感染症であるが故に、その
じんるい れき し かなら のこ か み ち かんせんしょう ゆえ

はじめから今に至るまで、わたしたちを不安の暗闇の中へと引きずり込み、その出口が見
いま いた ふ あん くらやみ なか ひ こ で ぐち み

えないまま、わたしたちは闇の中を光を求めて彷徨い続けています。
やみ なか ひかり もと さま よ つづ

教会もその荒波の中で、対応を迫られました。なんと⾔っても、密接・密集・密閉を避
きょうかい あらなみ なか たいおう せま い みっせつ みっしゅう みっぺい さ

けるようにと呼びかけられているのに、教会はその三つの密のオンパレードですし、ま
よ きょうかい みっ みつ

してや一緒になって大きな声で聖歌を歌ったりいたします。
いっしょ おお こえ せい か うた

「いのちを守るための行動を」などという呼びかけが、当たり前のように、行政のリー
まも こうどう よ あ まえ ぎょうせい
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ダーたちの口から発せられています。そういえば、一年前の教皇訪日のテーマは、「す
くち はっ いちねんまえ きょうこうほうにち

べてのいのちを守るため」でありました。「いのちを守る」は、今や教会の専売特許で
まも まも いま きょうかい せんばいとっきょ

はなくなりました。違いがあるとすれば、わたしたちは「すべての」と加えることによ
ちが くわ

って、教皇フランシスコが常に示してきた、誰ひとり排除されない世界、忘れられて良
きょうこう つね しめ だれ はいじょ せ かい わす よ

い人は誰ひとりいないという姿勢を明確にしているところでしょうか。
ひと だれ し せい めいかく

一年前のあの日、教皇はこの聖堂で、集まった⻘年たちにこう語りかけられました。
いちねんまえ にち きょうこう せいどう あつ せいねん かた

「夢を見ない若者がいます。夢を見ない若者は悲惨です。夢を見るための時間も、神が入
ゆめ み わかもの ゆめ み わかもの ひ さん ゆめ み じ かん かみ はい

る余地もなく、ワクワクする余裕もない人は、そうして、豊かな人⽣が味わえなくなる
よ ち よ ゆう ひと ゆた じんせい あじ

のです。笑うこと、楽しむことを忘れた人たちがいます。すごいと思ったり、驚いたり
わら たの わす ひと おも おどろ

する感性を失った人たちがいます。ゾンビのように心の鼓動が止まってしまった人た
かんせい うしな ひと こころ こ どう と ひと

ちです」

コロナ禍の闇の中を彷徨っているわたしたちは、不安にとりつかれています。世界は、対立
やみ なか さま よ ふ あん せ かい たいりつ

と分断、差別と排除、孤立と孤独を深めています。まさしく「すべてのいのちを守るた
ぶんだん さ べつ はいじょ こ りつ こ どく ふか まも

め」に、わたしたちは行動しなければならないと感じさせられます。
こうどう かん

この社会を目の当たりにして教皇は、神のいつくしみを優先させ、差別と排除に対して
しゃかい ま あ きょうこう かみ ゆうせん さ べつ はいじょ たい

明確に対峙する姿勢を示してこられました。とりわけ教会が、神のいつくしみを具体的
めいかく たい じ し せい しめ きょうかい かみ ぐ たいてき

に示す場となるようにと呼びかけてこられました。
しめ ば よ

一年前のあの日、この聖堂に集まった⻘年たちを前にして、「夢を見ない若者」の話を
いちねんまえ にち せいどう あつ せいねん まえ ゆめ み わかもの はなし

した教皇は、その理由をこう指摘されました。
きょうこう り ゆう し てき

「なぜでしょうか。他者との人⽣を喜べないからです。聞いてください。あなたたちは幸
た しゃ じんせい よろこ き しあわ

せになります。ほかの人といのちを祝う力を保ち続けるならば、あなたたちは豊かにな
ひと いわ ちから たも つづ ゆた

ります。世界には、物質的には豊かでありながらも、孤独に支配されて⽣きている人が
せ かい ぶっしつてき ゆた こ どく し はい い ひと

なんと多いことでしょう。わたしは、繁栄した、しかし顔の見えないことがほとんどな社会
おお はんえい かお み しゃかい

の中で、老いも若きも、多くの人が味わっている孤独のことを思います」
なか お わか おお ひと あじ こ どく おも

同じ日の午後、東京ドームのミサの説教では、次のように述べています。
おな ひ ご ご とうきょう せっきょう つぎ の
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「ここ日本は、経済的には高度に発展した社会です。今朝の⻘年との集いで、社会的に孤立
に ほん けいざいてき こう ど はってん しゃかい け さ せいねん つど しゃかいてき こ りつ

している人が少なくないこと、いのちの意味が分からず、自分の存在の意味を見いだせ
ひと すく い み わ じ ぶん そんざい い み み

ず、社会の隅にいる人が、決して少なくないことに気づかされました」
しゃかい すみ ひと けっ すく き

同じ日の朝、東北の被災者との集いでも、「一人で「復興」できる人はどこにもいません。
おな ひ あさ とうほく ひ さいしゃ つど ひと り ふっこう ひと

だれも一人では再出発できません。町の復興を助ける人だけでなく、展望と希望を回復
ひと り さいしゅっぱつ まち ふっこう たす ひと てんぼう き ぼう かいふく

させてくれる友人や兄弟姉妹との出会いが不可欠です」と述べ、人間関係の崩壊が社会
ゆうじん きょうだい し まい で あ ふ か けつ の にんげんかんけい ほうかい しゃかい

における孤立や孤独を⽣み出し、ひいては神からの賜物であるいのちを危機にさらして
こ りつ こ どく う だ かみ たまもの き き

いるのだと指摘されていました。
し てき

教皇フランシスコの語られる「出向いていく教会」は、神の⾔葉が人となられてわた
きょうこう かた で む きょうかい かみ こと ば ひと

したちのうちにおいでになったという救いの業の行動原理に倣う、教会のあるべき姿
すく わざ こうどうげん り なら きょうかい すがた

を表しています。
あらわ

教皇は⻘年たちに、こう呼びかけました。
きょうこう せいねん よ

「次の問いを問うことを習慣としてください。『何のために⽣きているかではなく、だ
つぎ と と しゅうかん なん い

れのために⽣きているのか。だれと、人⽣を共有しているのか』と。」
い じんせい きょうゆう

教皇訪問を受けて新しく出発しようとしていた日本の教会は、いまアイデンティテ
きょうこうほうもん う あたら しゅっぱつ に ほん きょうかい

ィの危機に直面しています。なにぶんこれまでは、日曜日にできる限りたくさんの人が
き き ちょくめん にちよう び かぎ ひと

教会に集まってくれるようにと働きかけてきたのです。少しでもミサに参加する人が増
きょうかい あつ はたら すこ さん か ひと ふ

えることが、宣教の成功の一つの指標だったのです。⾔うならば、わたしたちは、日曜日
せんきょう せいこう ひと し ひょう い にちよう び

に教会に集まることで、教会共同体となっていたと思い込んでいたのでした。
きょうかい あつ きょうかいきょうどうたい おも こ

それが物理的に集まることが難しくなった今、わたしたちは教会共同体というのはい
ぶつ り てき あつ むずか いま きょうかいきょうどうたい

ったい何のことだろうかと自問させられています。集まらなくても繋がっている共同体
なん じ もん あつ つな きょうどうたい

というのは、いったい何のことなのだろうと考えさせられています。わたしたちは何の
なん かんが なん

ためにこの社会に存在しているのかを、あらためて見つめ直させられています。
しゃかい そんざい み なお

わたしたちは昨年の教皇の呼びかけを思い起こし、「何のために⽣きているかではなく、
さくねん きょうこう よ おも お なん い
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誰のために⽣きているのか。誰と人⽣を共有しているのか」を、あらためて見つめ直し
だれ い だれ じんせい きょうゆう み なお

てみたいと思います。
おも

ちょうど、教皇訪日の前から、東京 教区の宣教司牧方針の見直しの作業を進めてお
きょうこうほうにち まえ とうきょうきょう く せんきょう し ぼくほうしん み なお さ ぎょう すす

りました。訪日の準備と、その後のコロナ禍で、策定作業は遅れておりましたが、ま
ほうにち じゅん び ご さくてい さ ぎょう おく

もなく文書をお示しできるところまでこぎ着けました。あまり難しいことや、事細かな
ぶんしょ しめ つ むずか ことこま

指針を作成することは辞めました。大枠を示すための、短くて分かりやすいものを提示
し しん さくせい や おおわく しめ みじか わ てい じ

したいと思います。
おも

その中で、昨年の訪日で残された教皇様の呼びかけを具体化するために、特に一つのこ
なか さくねん ほうにち のこ きょうこうさま よ ぐ たい か とく ひと

とを実現したいと考えています。それは、教区の中でのさまざまな社会への奉仕活動、愛
じつげん かんが きょう く なか しゃかい ほう し かつどう あい

の活動がありますが、それらを一つに集約する組織を作りたいと思います。名称はど
かつどう ひと しゅうやく そ しき つく おも めいしょう

うなるか分かりませんし、まだ模索中ですが、いわゆる教区のカリタスであります。現
わ も さくちゅう きょう く げん

在、社会奉仕活動においてもっとも活躍している CTIC・カトリック東京国際センター
ざい しゃかいほう し かつどう かつやく とうきょうこくさい

を核にして、社会活動を集結する組織を実現することで、教皇の残された⾔葉に応え
かく しゃかいかつどう しゅうけつ そ しき じつげん きょうこう のこ こと ば こた

ていきたいと思います。
おも


